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膵頭十二指腸切除後の症例および麻酔下の雑種成犬を対象に,elemental dietおよびその主要構成

成分である12%ア ミノ酸液,20%ブ ドウ糖液と10%脂肪乳剤を上部空腸に持続注入し,陣 内外分泌反

応の変動を観察した:肝 液は,臨 床例では残存膵の膵管内に挿入したシリコンチュープより,実 験例

では主陣管に挿入したポリエチレンチューブより採取した.pH 6.0のelemental dietおよび10%脂肪

乳剤は膵外分泌に対して無刺激であり,前 者については12%ア ミノ酸液の解外分泌抑制作用と20%ブ

ドウ糖液の元進作用が相殺された結果と考えられた。pH 2.0のelemental dietおよび20%ブ ドウ糖液

は膵外分泌を強く刺激し,血 装セクレチンは有意に上昇した。

索引用語 :陣内外分泌,elemental diet,解 頭十二指腸切除,経 腸栄養

H . 緒 言

近年の外科領域における栄養管理法の著 しい進歩

は,手 術成績の向上に大きな役割を果たしている。栄

養法は避腸栄養 と経腸栄養に大別され,前 者では1968

年 Dudrickら 1)が
報告 した経中心静脈高力rリ ー輸液

(total parenterai nutrition i以下 TPN),後 者では,

GreensteinやWinitzら の一連の研究り～ゆを基礎に完

成した成分栄養 (elemental diet i以下 ED)に よるも

のが盛んに臨床応用されている。なかでもED投 与は

TPNに 比べ手技が容易であ り感染や代謝性合併症な

どの危険が少ないことより,最 近では栄養管理法の第

1選 択 として好んで用いられることが多 くなって き

た。 EDヤ まchemically‐diined dietと も呼ばれるごと

く,化 学的に成分が明らかであ りほとんど消化を必要

とせずそのままの形で吸収されるものである。そのた

め,糞 便量の減少のや消化液の分泌を刺激しないこと

などの多 くの特徴を持ち,臨 床的に適応が広い。しか

し,EDの 膵内外分泌に及ぼす影響に関 しては古 くか

ら検討 され一般的には刺激 しない とい う報告ゆ~1のが

多いが,い まだ明確な見解は得 られていない。

そこで,著 者は EDお よびその構成成分であるア ミ

ノ酸,ブ ドウ糖 と脂肪の膵内外分泌に及ぼす影響につ

いて臨床的,実 験的に検討を行ったので,そ の成績を

報告する.

H.臨 床的研究

1.研 究方法

膵頭十二指腸切除術を受けた 6名 を対象に,EDお

よびその構成成分の上部空腸注入による陣内外分泌に

及ぼす影響について検討 した。注入した栄養素は,新

大 1外 製 ED,そ の構成成分である20%ブ ドウ糖液,

12%総 合アミノ酸液 (プロテア ミン12①),10%脂 肪乳

剤である。

上部空腸内への注入は,シ リコンチュープを経鼻的,

あるいは,Delanyら
11)の報告 した needle catheter

jejmostomylのにより空腸輸出脚に留置 し,膵 液量の

安定する術後14日目より4日 間,同
一時刻に,お のお

の200mlを 120分間で持続注入器を用いて行った。膵液

の採取は膵管内に挿入したシ リコンチューブより30分

間隔で行い,採 血は末精静脈より注入直前,注 入開始

後60分,120分 ,と 入終了後60分に行って種々の測定に
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図 1 研 究方法 (臨床例)

対農 :藤顧十二指ほ切除忠者 6名

(年令 42～ 72才 )

格獲方法 tシリコンチューブを輸出脚に留置しを

ほ栄表束を注入 際 書内チューウより流出する

際液を採取

た入党お索 :新大1外理ED 12%結 合アミノ産液

20%ブ トウ強液 10%臨 肪孔剤

採 病

tR遠
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供 した(図 1).測 定項 目は肝液量,重炭酸イオン濃度,

ア ミラーゼ濃度,血 糖値および immunoreactive in‐

sulin(以 下 IRI),immunOreactive ttcretin(以下

IRS),lmmunOreactive glucagon(以 下 IRG),

glucagonlike immunoreactivity(以下 GLI)で ある.

また, これらの消化管ホルモン測定のため,採 血 した

血液はただちに冷凍遠心分離器で血装を分離し,測 定

まで-20℃ で保存 した.

低温下で採取 した膵液は液量を測定後,微 量血液中

ガス分析装置により重炭酸イオンを,blue‐starch法で

ア ミラーゼ濃度を浪J定し,そ れぞれ重炭酸イオン排出

量およびアミラーゼ排出量を算出した.血 糖値は Te‐

chnicon autoanalyzerで, IRIヤよダイナボット社 の

キット,IRSは 第 1ラ ジオアイントープ社のセクレチ

ンキットを使用して測定した。IRGは 解グルカゴン特

異抗体であるG‐8抗 体,GLIは C‐10抗体で浪J定した

(新潟大学第 1内科 !伊藤博士提供による).

各測定値は個人差が大きいため,膵 液量,重 炭酸イ

オン濃度および排出量,ア ミラーゼ濃度および排出量

は,注 入前60分間の 2回 の平均値を100%と し,注 入後

表 l ED(pH

(臨床例)

6.0)と 入時の陣内外分泌反応の変動

Elemental dietお ょびその構成成分の解内外分泌反応 日消外会議 16巻  11号

の測定値を百分率で表わした。血糖値,IRI,IRS,IRG

およびGLIも と入前値を100%と し,注 入後の預J定値

を同様に百分率で表わした。測定値は平均値士標準誤

差で表現し,平 均値の差の検定は t検 定で行った。

2.成 績

1)ED 200ml(pH 6.0)注 入時の変動 (表 1)

膵液量は注入後やや減少し,注 入終了後に増加する

傾向であったが,ば らつきが大きく有意の変動ではな

かった。重炭酸イオン濃度およびア ミラーゼ濃度はほ

とんど変動しなかったが,排 出量は両者 とも注入60分

後まで減少し,注入終了後やや増加する傾向を示 した。

血糖値は注入120分後 より次第に上昇 し,IRIは 注入

120分後で156.67±62.26%と 有意 (p<0.01)の 上昇を

認めた,IRSお よび IRGは 著明な変動を示さず,GLI

は次第に上昇する傾向を認めたが有意の差はなかっ

た。

2)12%ア ミノ酸液200ml(pH 6.25)と 入時の変動

(表 2)

陣液量および重炭酸イオン排出量は注入中,注 入終

了後に減少傾向を認めたが,重 炭酸イオン濃度は注入

60分後までやや上昇した。アミラーゼ濃度およびアミ

ラーゼ排出量は注入中に減少傾向を示した.血 糖値は

注入後やや低下したが IRIは ほとんど変動を認めず,

IRSも 同様であった。IRGお よび GLIは それぞれ注入

6 0 分後 で1 4 8 . 4 7 ±1 0 . 8 4 % ( p < 0 . 0 5 ) , 1 5 6 , 9 4 ±

2 5 . 1 2 % ( p < 0 . 0 1 ) 1 2 0 分後 で1 8 9 , 4 4 ±2 6 . 8 4 % ( p <

005),170.78± 23.01%(p<0.05),注 入終了60分後

で239.00± 33.70%(p<0.05), 207.73± 38.58%(p<

0.01)と 有意の上昇を示した。

3)20%ブ ドウ糖液200ml(pH 4 25)注 入時の変動

(表 3)

表 2 12%ア ミノ酸液(pH 6 25)注入時の陣内外分泌

反応の変動 (臨床例)          mと sE伍)

河 定 項 目 前 “

E D 200m2/120分 差 八 確 7 笹

30分  1 80分 9 0 r  l ' 1 2 0 t 30分  1 80分

降  な   ■ 主
０

11書増土111!:,士
■震ヨイオンコE 10138± 1082 10388± 849 18488± 818

10000■ 1998 15048と 4373

アミラ ゼ温度 9854± 1794 11548と 2353

アミラーゼ年出■ 5793と 2788 12011± 4430

血  鴨   ほ 9894■ 434 11854± 1035 12544± 1735

14442■ 382, 25887± 8224 25739± 10742

8232■ 152, 3555± 673 7831士 H86

12353± 2047 11557=2087 18803± 4417

11730± 1ヤ83 28423±11231 28888主 lo3 18

潟 定 項 目 前 傾

12%ア ミノ酸お 200m2/120分 差 入 桂 7 雀

30分  1 88分 的分  1 121分 30t I oot
眸  活   エ |】:】;= | ;】!t】

=

■賞酸イオン温度 198 72」L 7 51 8517■ 1000 8521と 833

i臓 酸イオン"曲 ■ 8154± 1038 7183■ 1587 8303と 997

アミラーゼ源度 3598± 1504 7381ユ 1154 10038± 1223

アミラーセ排出E 6010■ 1754 6888■ 1897 7755± 1687

7392± 713 8148■ 383

9481± 2148 10440主 2204 8088± 1452

11019± 2318 10332± 2111 11371と 2165

1 4 3 4 7 主 1 0 8 7 18344=2334 23900± 3374

15804と 2512 20773主 3058



潟 定 項 目 前 “

20%ツ トウ田漂 200m2/120, 注 入 終 了 後

30分  1 60, 90分 | '20分 30分  1 30,

廃  瀬   ■ 1!|ぞ!士 1 lo,子子士

こ瞬ロイオン温度 10003と S13 8838士 10448=767

iRロ イオン母出i
10548=1038 11257± 1322 10152± 1733

アミラーせヨE
8145■ 12.00 8888と 1470 9032と 487

アミラーせ排出■ 10841■ 1787 11578主 3803 10734=2837

血  昭   宮 10043± 1181 11482と 820 12489■1504

10470± 1458 112.48主 4.38 120.00±18 ,0

1,278■1205 8788と 1180 10508=2200

10590と 3.78 10048主1038 11520■ 1128

18346■2874 27287主 3743 27003主3334
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表 3 20%ブ ドウ糖液(pH 4.25)と入時の陣内,分 泌

反応の変動 (臨床例)

表 4 10%脂 肪乳剤注入時の解内外分泌反応の変動

(臨床例)

膵液量,重 炭酸イオン濃度および排出量,ア ミラー

ゼ濃度および排出量は,著 明な変動を認めなかった。

血糖値,IRIは 注入後次第に上昇する傾向を示したが,

IRS,IRGは 変動 しなかった。GLIは 注入60分後 で

189.46±26.74%,120分 後で272.87±39.43%,注 入終

了60分後で270,09±33.34%と有意 (p<0.05)の 上昇

を認めた。

4)10%脂 肪乳剤200mlと入時の変動 (表4)

鮮液量は注入後やや増加傾向を認めたが,重 炭酸イ

オン濃度および排出量,ア ミラーゼ濃度および排出量

はほとんど変動しなかった。血糖値,IRI,IRGも 著明

な変動を認めず,IRS,GLIは 注入終了後より上昇傾向

を示した。   ―

III.実験的研究

1.研 究方法

体重13kg～20k査の雑種成犬を用い,24時 間の絶食

後,ネ ンプタール麻酔下で実験を行った(図2).副 膵
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図 2 研 究方法 (実験例)

対象 雑 構成犬(体重13k9～20k9)

ネンブタール麻酔下

管を十二指腸入田部で結繁し,総胆管を外慶化 した後,

主解管にポリエチレンチューブを挿入し解液の採取に

当てた。胃痩を作成後,幽 門輪を結繁し胃液の十二指

腸内への流入を防いだ。上部空腸への各種栄養素の注

入のため,十 二指腸空腸出(トライツ靭帯)に Foleyカ

テーテルを挿入し,同部より70cm肛門側に挿入した

ネラトンより注入物を自然流出させた。実験中は直腸

内温度計および股動脈内カニユレーシヨンにより,体

温,血 圧を連続的に測定した。

上部空腸への注入栄養素は臨床例と同じ新潟大 1外

製 ED,12%ア ミノ酸液,20%ブ ドウ糖液,10%脂 肪乳

剤であり,さ らに,ED,ア ミノ酸液,ブ ドウ糖液に0.1

Nの 塩酸を加えpHを 2.0に調整したものを,そ れぞ

れ100mlを60分間で持続注入器を用いて注入した。

基礎分泌を得るためセクレチンlU/kg/hを持続

注入器で末浦静脈より投与し,陣外分泌が一
定に達す

る60分後より測定を開始した。

膵液の採取は注入前 2回 ,注入後は15分間隔で 4回 ,

注入終了後 2回 行った。採血は注入直前,注 入開始後

30分,60分 ,注 入終了後30分に行った。測定項 目およ

び方法は臨床例 と同様である。

2.成 績

1)ED 100ml(pH 6.0,2.0)注 入時の変動 (図3,

4 )

pH 6.0のED注 入では,膵 液量,重 炭酸イオン濃度

および排出量,ア ミラーゼ濃度および排出量はほとん

ど変 動 しな かった。血 糖 値 は E D 注 入6 0 分後 に

114,69±5.44%と 有意 (p<0.05)の 上昇を認めたが,

IRI,IRS,IRG,GLIは 著明な変動を認めなかった。

粛 定 環 日 8t t
10%宮肪乳細200m2/120, 法 入 終 了 後

30分  1 80分 80分  1 120分 30分 80,

廃  漬   ■ 11:iil士
1 14ti樹

と
Li幡

=|ち
よ盟

士

■殴rイオン】度 8253と 779 8751と 843 8771■ 999

=捜●イオン幹lHi 113t19■1350 10026と1448 11477± 1941

アミラーせ頑圧 9312■ 1004 10323± 1803 11035±3220

アミラーゼ毎出i 8821■ 1810 10043と2580 12300■ 2122

血  お   0 3881■ 8820± 409 8373± 574

8788と2102 10283主 3089 72.14主1471

88.89■11.38 11328±2871 14800主3873

|182± 18.73 9003■ 1038 114:32■1300

i32131■13.77 13888±2149 20324± 303S
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図 3 ED 100ml注 入時の解外分泌反応の変動 (実験

例)

― ED 100m2-

Elemental dietぉょびその構成成分の陣内外分泌反応   日 消外会誌 16巻  11号

電 押
rat°nl帖0

〓 鞘
ヤ対ml引20

栄米   ※ P(o o5
米米P(001

PH6 0(n・3)

l PH2 .O(n=s )

引単ユー幸
‐
略1品5

Ⅲ Pく 0.05(前ほ との比破)
奪卓 Pく o.ol(前“ との比較)

100ml注入時の解内分泌反応の変動 (実験

pH 2.0の ED注 入では,膵 液量は注入直後より注入

終了15分後まで有意 (p<0.01)の 増加を認め,最 高値

は注入30分後の326.36±46.53%で あった.重炭酸イオ

ン濃度および排出量も有意 (p<0.05～ 0,01)の増加を

認め,最 高値はそれぞれ148.30±14.66%,516.94土

110.92%で あった。ア ミラーゼ濃度は注入中に右意

(p<0.05)の 低下を認め,最 低値は36,72±6.82%で

あった。ア ミラーゼ排出量は注入60分後 と注入終了30

分後に有意 (p<0,05)の 低下を認めたが,そ のほかは

有意の変動を示さなかった。血糖値は注入後上昇傾向

を示 し,IRIは 注入60分後 で160.65±17.60%と 有意

(p<0.05)の 上昇を認めた。IRSは 注入30分後,60分

後でそれぞれ154.73±7.42%,148.03± 8.98%(p<

0.01),注 入終了30分後で131.83±9.32%(pく 0.05)

と有意の上昇を認めた。IRC,GLIは 有意の変動を示さ

なかった。

2)12%ア ミノ酸液100ml(pH 6.25,2.0)注 入時の

変動 (図 5, 6)

pH 6 25の ア ミノ酸液注入では,解 液量は注入15分

後で85,27±7.00%と 有意 (p<0.05)の 低下を認めた。

重炭酸イオン濃度および排出量は低下傾向を示 し,ア

ミラーゼ濃度および排出量は注入30分後より増加傾向

図5 12%ア ミノ酸液注入時の解外分泌反応の変動
(実験例)

-12%amino acid 100m2-

3j:li,Tiu""' lpH 6,25 (n = 6)

働

４００
　
３００
　
２。。
　
１００

　
。

　

的

Volume
に SE

図 4  E D

例)

HC03
Mi SEM Il ;3i;,1t"r'""'PH 2.0 h = 4 )

苺

韓韓

卜く0.05(前値 との比較)
砕く0.01(前 に との比破)

_ど坐_r晋__r沓

Hiltput
aHfficentratio

0 - O  P H 6 . 2 5 ( n = 6 )
― P H  2 , 0〔n = 4 )

― PH 6  0 ( n = 3 )
― P H 2  0 ( n = 7 )

lRG,GLl
MttSEM

三二』

-F$lPH2.o(n=7)

3- :1101,Tu.,,"" l pH 6.25 (n = 6 )
= :ll"'"Tu"o" l PH 2' o (n = 4 )

耳 ‐t‐‐‐3,コ
'電=。ど

60  75  90(min)

尊 P=0.05(前 値との比破)
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図 6 12%ア ミノ酸液注入時の解内分泌反応の変動

(実験例)

キ 12%amno acid 100m,‐,

BS
MttSEM ※Pく0,05

●く淳‐口Ⅲロロロロヨモゴ生ロロ
ロロロロ起電ンロE=====宮'0米

中 PH 6.25(n=6)
― P H  2 . 0 ( n = 4 )

を認めたが,い ずれも有意の差はなかった,血 糖値は

次第に低下し,注 入30分後,注 入終了30分後でそれぞ

れ98.45±2.49%,90.61± 4.13%と 有意 (p<005)の

低下を認めた。IRIは 注入60分後に上昇したがばらつ

きが大きく有意の変動ではなかつた。IRS,IRC,CLI

はほとんど変動しなかった。

pH 2.0のア ミノ酸液注入では,膵 液量は注入30分後

を最高値に増加したが,有意の差は認められなかった。

重炭酸イオン濃度は注入45分後に107.33±2.45%,重

炭酸イオン排出量は注入15分後,45分 後,60分 後にそ

れぞれ208.90±32.16%,218.48± 47.08%,196.77±

41.46%と 有意 (p<0.05)の 上昇を認めた。アミラー

ゼ濃度は低下傾向を示し,注入30分後に55.75±7.57%

と有意 (p<0.05)の 低下を認めた。アミラーゼ排出量

は注入後増加傾向を示 したが有意の差はなかった。血

糖値,IRI,IRS,IRC,GLIは 著明な変動を示さなかっ

ブこ .

3)20%ブ ドウ糖液100ml(pH 4.25,2.0)と 入時の

変動 (図7, 8)

pH 4.25のブドウ糖液注入では,陣 液量は注入後や

や増加傾向を示し,注 入15分後で115.20±4.61%と有

‐                        83(1963)

図 7 20%ブ ドウ糖液注入時の陣外分泌反応の変動

(実験例)
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図 8 20%ブ ドウ糖液注入時の陣内分泌反応の変動

(実験例)
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表 5 10%脂 肪乳剤注入時の解内外分泌反応の変動
(実験例)

意 (p<0.05)の 上昇を認めた。重炭酸イオン濃度およ

び排出量は増加傾向を示し,ア ミラーゼ濃度および排

出量は低下傾向を示 したが有意の変動ではなかった。

血糖値は次第に上昇し,注 入60分後で122.46±7.11%

と有意 (p<005)の 上昇を認めた.IRIも 注入後上昇

したが有意の変動でなかった。IRS,IR6,GLIは 著明

な変動を示さなかった。

pH 2.0の ブドウ糖液注入では,膵 液量は注入45分後

の212.86±24.35%を 最高値 に,注 入中の有意 (p<

0,05～0.01)の 増加を認めた。重炭酸イオン濃度は注

入45分後,60分 後,注 入終了15分後に有意 (p<0.05)

の上昇を認め,最 高値は注入60分後の123.56±5.72%

であった。重炭酸排出量は注入30分後,45分 後,60分

後に有意 (p<0.05～ 0.01)の増加を認め,最 高値は注

入45分後の261.78±45.78%で あった,ア ミラーゼ濃度

および排出量は注入後低下が認められたが有意の差は

なかった。血糖値は注入後有意 (p<0.05～ 0.01)の上

昇を示 し,IRIは 上昇傾向を認めたが有意の差はな

かった。IRSは 注入30分後,60分後でそれぞれ124.04±

7.17%,128.05± 11.40%と 有意 (p<0.05)の 上昇を

示 した。IRC,GLIは やゃ低下傾向を示したが有意の差

はなかった。

4)10%脂 肪乳剤100ml注 入時の変動 (表5)

陣液量,重 炭酸イオン濃度および排出量はほとんど

変動を示さず,ア ミラーゼ濃度および排出量は減少傾

向を認めた。血糖値は漸減傾向を示したが,IRI,IRS,

IRG,GLIは 有意の変動を認めなかった。

IV.考  察

本研究は EDお よびその構成成分である各種栄養素

の上部空腸注入による陣内外分泌への影響を知ること

Elemental dietぉ ょびその構成成分の膵内外分泌反応    日 消外会誌 16巻  11号

を目的 とした。

実験例では,イ ヌの解液基礎分泌が微量であり,実

際の測定が不可能なため,外因性セクレチン刺激下に,

膵液の分泌量を一定にして実験を行った。その際大切

なことは,外 因性セクレチンの刺激により,各 種栄養

素注入時の膵内外分泌反応が隠蔽 されないことであ

る。そのためセクレチンに対するdose‐response curve

を作成し,最 大刺激 とならずしかも十分に測定可能な

膵液量の得 られる1.OU/kg/hの セクレチン量を選 び

basal stimulationとした。また,外 因性セクレチン投

与直後は nush out現象により,一過性に膵外分泌反応

が上昇するため,実 験はセクレチン持続静注開始60分

後より,陣 液排出量が一定であることを確認してから

開始 した.ま た実験中,血 圧,直 腸温にほとんど変動

を認めず,実 験条件は一定に保たれ,十 分な解内外分

泌が得られた.

EDの 上部空腸注入が,膵 外分泌を刺激するか否か

は臨床上重要な意味を持ち,無 刺激であれば,膵 炎や

膵外痩患者への EDの 積極的な投与を可能 とする。

著者の結果では pH 6.0のED注 入は,臨 床例,実 験

例 ともに膵外分泌を刺激せず,ま た,実 験例では pH

2.0のEDが 陣外分泌を有意 (図3)に 刺激し,Ragins

らりの報告 と一致した。解内分泌では ED注 入後の血

糖値の上昇によると思われるIRIの上昇が認められ,

IRG,GLIは ,臨 床例で GLIが 上昇傾向を示 したが,

ほとんど変動を認めなかった.IRSも pH 6.0の EDで

は変動を示さず,中 性に近いEDは 少なくとも膵外分

泌に無刺激であると考えられた。

しかし,pH 2.0の ED注 入により,IRSが 有意に上

昇し,陣 液量,重 炭酸イオン濃度および排出量の増加

がみられ,逆 にアミラーゼ濃度および排出量が低下し

たことは,上 部空腸への酸の注入が内因性セクレチン

の分泌を促 したものであ り,い わゆるセクレチン効果

と考えられた。Meyerら 1りは酸による陣外分泌反応を

重炭酸イオン排出量 よりulj定し,pH 3.0以下では著明

な刺激を認め,pH 3.0～ 5.0では急速に刺激が弱 くな

りpH 5,0以 上では無刺激 であ る ことを報告 し,

Raginsらり,wolfら 的)も希塩酸の十二指腸内注入に

より陣外分泌が著明に刺激されると述べている。また,

Bodenら 10が塩酸を十二指腸内へ注入後,解 液量,重

炭酸イオン濃度および門脈血中の IRSを 測定し,著 明

な上昇を認めたことは,著 者の実験結果 と一致した。

しかし,本研究に使用 した EDは ア ミノ酸液,ブ ドウ

糖液 と少量の脂肪乳剤を混合したものであ り,成 分別
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での刺激 と抑待」が相殺されている可能性もあるため,

それぞれの解内外分泌に及ぼす影響を検討した。

Wangら 1"をはじめ多 くの研究報告
16卜1のでは,ア ミ

ノ酸の十二指陽あるいは上部空腸注入は解外分泌を刺

激し,そ の原因は内因性のパンクレオザイミンの放出

であると述べている.Konturekら
1りはア ミノ酸の中

でもL‐ロイシンとL‐トツプ トファンが外因性のパン

クレオザイミンの注入に匹敵する酵素分泌刺激作用を

持ち,Meyerら
2のは L,フェニルアラエンが強い膵外分

泌刺激作用を有すると報告 している。

一方,Raginsら りは中性のア ミノ酸は解外分泌を刺

激 しないことを報告し,坂 本
21)はむしろ抑制すると述

べている。また,宮下 ら2のもア ミノ酸の上部空腸注入は

解外分泌を刺激しなからたことを報告している。著者

の結果では,pH 6.25の アミノ酸液の上部空腸注入に

よる陣外分泌は,臨 床例で抑制傾向を示 し,実 験例で

解液量の有意の低下を認めた。pH 2.0に調整したアミ

ノ酸液では膵液量は増加傾向を示したが,有 意の上昇

は重炭酸イオンだけであった。すなわち,pH 2.0のED

注入時は,膵 外分泌のすべてが有意の変動を示 したの

に対し,ア ミノ酸液注入時は pH 2.0であっても膵外分

泌に対する刺激が少なく, これらは,ア ミノ酸液の何

らかの陣外分泌抑制作用を示唆するものと考 えられ

ブ【= .

解内分泌で“ま臨床例で IRG,CLIが ア ミノ酸液注入

後有意の上昇を示 し,陣 外分泌抑制についてのグルカ

ゴンの関与が考えられたが,実 験例での変動はみられ

ずアミノ酸液注入による解外分泌の抑制 とグルカゴン

の関係を明らかにすることはできなかった。Ohneda

ら10はア ミノ酸の十二指腸内注入による陣グルカずン

の上昇を報告し,Dimangoら
2"は注入時はパィクレオ

ザイミンの放出により膵外分泌が克進するが,そ の後

抑制がおこり, これは吸収されたアミノ酸によるグル

カゴンの増加が原因であると述べている。著者の結果

では実験例でグルカゴンの上昇がみられず,Dimango

らの報告を確認できなかったが,グ ルカゴンは陣外分

泌の抑制に何らかの関与をしているものと思われた。

高張ブドウ糖液の十二指腸あるいは上部空腸内注入

は,解外分泌を抑制するという報告が多い。Lawrence

ら20は解外分泌抑制の機序 として血管の収縮による膵

血流量の減少を上げ,Drapanasら
2Dは

高張 ブ ドウ糖

注入によるセロトニンの関与するdumping syndrome

を唱えている。

Schapiroら 26)はdumping syndromeを 示 さな く と

85(1965)

も解外分泌が抑制され,そ れは何らかの体液性因子に

よるとしている。また,Dyck2のは,健 康人を対象に,

高張ブ ドウ糖の空腸内注入による陣外分泌の著明な抑

制を報告し,そ の機序は血中グルカゴンの上昇である

と述べている。
一方,著 者の結果では,pH 4.2の ブ ドウ糖液の上部

空腸注入による陣外分泌は,抑 制がみられず,む しろ

実験例では注入15分後に陣液量の有意の増加を認め,

官下 ら2つの報告 と一致した。これは,と入したブドウ糖

液の pHが 4.25であ りMeyerら Iめの報告のごとく若

子の刺激作用を有することが考えられるが,少 なくと

も抑制は認めなかった。また,pH 2.0に 調整 した20%

ブ ドウ糖液注入では,膵 外分泌は有意の変動を示し,

強いセクレチン作用を認めた。

解内分泌では血糖値の上昇によるIRIの 上昇傾向を

認め,実 験例でpH 2.0の ブドウ糖液注入によクIRS

は有意の上昇を示した。IRG,GLIは 臨床例でGLIに

有意の上昇を認めたほか,実 験例では両者に変動を認

めず, ブ ドウ糖液注入でも陣外分泌に対するグルカゴ

ンの関与を明らかにできなかった。 し かし,IRSの 有

意の上昇より,解外分泌の刺激作用は,上部空腸のpH

低下による内因性セクレチンの放出が大きな役割を果

たすことがわかった.

10%脂 肪乳剤の注入では,解 外分泌,内 分泌ともに

有意の変動を示さず,脂 肪乳剤の上部空腸注入は鮮内

外分泌に対して無刺激であると考えられた。

以上のごとく,pH 6.9の EDの 上部空腸注入は,解

外分泌に対して無刺激であったが,これは,pH 6.25の

12%ア ミノ酸液の抑待J作用とpH 4.25の 20%ブ ドウ糖

液の刺激が相殺されたものと考えられた。また,pH

2.0の EDお よびブドウ糖液注入時は,膵外分泌の元進

とともにIRSの 有意の上昇が認められたが,pH 2.0の

アミノ酸液ではIRSは 上昇したものの有意ではなく,

アミノ酸液の解外分泌抑制作用を裏付けるものと思わ

れた。さらに,グ ルカゴンの変動は血糖値にも影響を

受けるが,臨 床例での血糖値の変動が軽度であること

より,IRG,GLIの 有意の上昇の原因は血糖値の変動と

は考えられず,膵 外分泌と何らかの関連を持つと思わ

れたが,明 らかな知見を得ることができなかった。

V.結   需

陣頭十二指腸切除後の息者および麻酔下の雑種成犬

を対象に,上部空腸内に新潟大1外製ED,1?%アミノ

酸液,20%ブドウ糖液および10%脂肪乳剤を注入して,

膵内外分泌反応に及ぼす影響について検討し以下の結
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果を得た。

1.pH 6.0の ED注 入は解外分泌に対 して無刺激で

あり,pH 2.0で は膵液量および重炭酸イオンの有意の

上昇を認めた。

2.pH 6.25の 12%ア ミノ酸液注入では,解 外分泌は

抑制傾向が認められ,実 験例では解液量の有意の低下

が認められた。pH 2.0では解外分泌は元進 したが,有

意の上昇は重炭酸イオンだけであった。

3,pH 4.25の 20%ブ ドウ糖液注入では,陣 外分泌は

増加傾向を示 し,実 験例では膵液量の有意の増加が認

められた。pH 2.0では,解 液量,重 炭酸イオンに有意

の上昇を認めた。

4.10%脂 肪乳剤の注入は,膵内外分泌に対 して無刺

激であった。

5.IRSは pH 2.0の EDお よび20%ブ ドウ糖液注入

で有意の上昇を示 した。

6.IRG,GLIは 臨床例で上昇したが実験例ではほと

んど変動を認めず,解 外分泌との関連は明らかにでき

なかった。

(稿を終るにあたり,ご指導とご校閲を賜った武藤輝一教

授,また,直接ご指導をいただいた小山 真 助教授に心から

の謝意を表するとともに, ご協力頂いた樋口寿一技官に感

謝する。)
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